
十
一
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

生
体
セ
ン
サ
に
よ
る
サ
イ
研
究

―
超
能
力
研
究
の
最
前
線

　
　
　
講
師
　
小
久
保
　
秀
之 

氏

　（ 

国
際
総
合
研
究
機
構
　
生
体
計
測
　

研
究
所
　
研
究
部
長
）

サ
イ
の
研
究
は
20
世
紀
末
か
ら
周
辺

の
関
連
領
域
に
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
従
来
の
超
心
理
学
や
宗
教
心
理

学
が
扱
い
き
れ
な
か
っ
た
問
題
、
特
に

発
生
頻
度
の
少
な
い
特
異
な
体
験
を
扱

う
特
異
心
理
学
が
勃
興
し
、
サ
イ
の
問

題
を
新
し
い
見
方
で
捉
え
直
し
て
お
り

ま
す
。

補
完
代
替
医
療
や
統
合
医
療
で
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
療
法
（
生
体
念
力
療
法
）
へ

の
関
心
が
高
ま
り
、
メ
ド
ラ
イ
ン
な
ど

の
医
学
系
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
収
録
さ
れ

る
研
究
論
文
も
増
加
し
ま
し
た
。
特
異

心
理
学
は
意
識
研
究
の
一
つ
と
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
医
療
・
看
護
領
域

の
研
究
は
生
体
に
作
用
す
る
サ
イ
の
研

究
と
言
え
ま
す
。

生
体
は
意
識
よ
り
も
サ
イ
に
敏
感
で

あ
り
ま
す
。
現
在
の
実
験
的
サ
イ
研
究

の
大
き
な
潮
流
は
、
無
意
識
的
な
生
理

反
応
を
サ
イ
の
指
標
と
す
る
研
究
で
あ

り
ま
す
。

筆
者
は
近
年
、
生
体
そ
の
も
の
を
一

種
の
セ
ン
サ
と
見
る
大
胆
な
考
え
方
を

採
用
し
、bio-PK

の
高
感
度
測
定
系
の

開
発
に
成
功
し
ま
し
た
。
生
体
セ
ン
サ

の
概
念
、
生
体
セ
ン
サ
を
使
っ
た
実
験

デ
ザ
イ
ン
、
筆
者
の
研
究
で
明
ら
か
に

な
っ
た
サ
イ
の
物
理
的
性
質
を
分
か
り

易
く
解
説
致
し
ま
す
。

※
長
年
、
サ
イ
と
生
体
計
測
の
面
で
研

究
を
続
け
て
お
ら
れ
る
小
久
保
氏
の
最

新
の
成
果
と
世
界
の
サ
イ
研
究
の
お
話

も
聞
け
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
会
員
の

皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘
い
し
て

ご
参
加
願
い
ま
す
。

●
小
久
保
秀
之
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
8
年
生
ま
れ
。
名
古
屋
大
学

理
学
部
物
理
学
科
卒
。
三
省
堂
編
集
部
、

放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
を
経
て
、
現

在
、
国
際
総
合
研
究
機
構
研
究
部
長
。

国
際
生
命
情
報
科
学
会
執
行
編
集
委

員
・
常
務
理
事
。
人
体
科
学
会
理
事
。

Parapsychological A
ssociation

日

本
連
絡
担
当
。
長
年
に
渡
っ
て
超
心
理

現
象
や
気
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

特
に
近
年
は
生
体
セ
ン
サ
を
使
っ
た
念
力

の
生
物
物
理
学
的
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

日
時　

平
成
25
年
11
月
9
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

　
　
　

 

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

今
月
号
の
記
事

◎
十
一
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
第
20
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
十
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
一
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
十
一
月
例
会
予
告

　

十
二
月
忘
年
会
の
お
知
ら
せ

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
一
月
例
会
予
告

◎
北
陸
サ
イ
科
学
会
九
月
定
例
会
報
告

◎
平
成
24
年
十
一
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
三
八
一
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
の
販
売

◎
オ
ー
ブ
の
出
現
に
つ
い
て
（
3
）
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「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
10
／
13
受
領
分
ま
で
）

金
五
万
円
也　
　
　

森
安　

政
仁　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
20
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
1
回
　
異
能
科
学
会
議

日
時　

平
成
25
年
12
月
1
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
5
時
30
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
第
3
会
議
室

　
　
　

品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22

　
　
　

0 

3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

 

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス
渋
谷
駅
行
で

「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

会
費　

 

一
般　

五
〇
〇
円

　
　
　

 

会
員　

一
〇
〇
円
（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー

学
会
・
太
陽
の
会
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

十
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

忘
年
会
も
兼
ね
た
会
員
の
体
験

意
見
発
表
と
討
論
の
会

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
一
人
の
講

師
の
講
演
で
は
な
く
、
参
加
者
の
皆
様

か
ら
の
U
F
O
、
超
常
現
象
、
心
霊
現

象
、
オ
ー
ブ
等
サ
イ
現
象
に
関
す
る
目

撃
・
体
験
や
意
見
の
発
表
、
そ
れ
ら
を

テ
ー
マ
に
し
た
意
見
交
換
・
討
論
等
、

気
楽
な
感
じ
で
懇
談
会
を
開
催
致
し
ま

す
。今

回
最
初
に
ま
と
ま
っ
て
何
か
発
表

し
た
い
方
一
、二
名
に
20
分
位
ず
つ
で

口
火
を
切
っ
て
頂
い
て
、
引
き
続
い
て

出
席
者
の
皆
様
か
ら
自
由
に
発
表
し
て

頂
き
ま
す
。

皆
様
の
中
で
、
ご
自
分
で
撮
っ
た
不

思
議
な
写
真
、
ビ
デ
オ
映
像
等
を
お
持

ち
で
し
た
ら
是
非
ご
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。（
V
H
S
テ
ー
プ
や
D
V
D
ビ
デ
オ

等
で
お
見
せ
し
た
い
方
は
、
装
置
予
約

の
た
め
早
め
に
事
務
局
に
お
知
ら
せ
願

い
ま
す
。）

ス
プ
ー
ン
曲
げ
等
の
念
力
、
透
視
能

力
・
予
知
能
力
な
ど
サ
イ
能
力
に
自
信

の
あ
る
方
、
ま
た
は
友
人
、
知
人
に
能

力
者
の
い
る
方
は
是
非
お
連
れ
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
自
分
で
は
気
が
付

い
て
い
な
い
の
に
、
思
い
が
け
な
い
超

能
力
を
発
揮
す
る
方
も
お
ら
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

特
別
講
師
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
参
加

者
の
皆
様
の
自
由
な
発
言
で
い
つ
も
楽

し
い
会
に
な
り
ま
す
し
、
終
了
後
の
懇

親
会
も
面
白
い
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま

す
。参

加
費
は
、
会
員
、
一
般
と
も
千
円

で
す
の
で
、
気
楽
に
ご
参
加
願
い
ま
す
。

※ 

最
初
に
ま
と
め
て
発
表
し
た
い
方
は
、

事
務
局
に
メ
ー
ル
、
ま
た
は
F
A
X

願
い
ま
す
。

日
時　

平
成
25
年
12
月
14
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
8
階
8
0
5
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

一
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

魂
の
発
見

　
　
　
　
講
師
　
小
川
　
博
章 

氏

30
年
以
上
前
、
歯
科
医
療
に
自
然
治

癒
力
を
活
用
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
考

え
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
「
自
然
」
と
い

う
言
葉
に
注
目
し
て
、
生
物
の
観
察
を

始
め
ま
し
た
。
す
る
と
、
次
々
に
様
々

な
疑
問
が
湧
い
て
来
ま
し
た
。「
感
動

す
る
と
い
う
心
の
働
き
で
、
ど
う
し
て

涙
と
い
う
物
質
が
生
ま
れ
る
の
か
。
考

え
て
も
生
ま
れ
な
い
創
造
は
、
ど
こ
か

ら
湧
き
起
こ
っ
て
来
る
の
か
。
一
般
的

に
信
じ
ら
れ
て
い
る
、『
人
は
、
生
ま
れ

て
、
生
き
て
、
死
ぬ
だ
け
』
と
い
う
考

え
方
は
、
本
当
に
真
実
な
の
か
。
だ
と

し
た
ら
キ
リ
ン
の
首
は
、
な
ぜ
伸
び
た

の
か
」。

生
物
の
観
察
を
続
け
る
中
で
、
魂
と

い
う
実
体
の
存
在
を
考
え
な
け
れ
ば
、

進
化
を
説
明
出
来
な
い
と
い
う
結
論
に

達
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
慧
能
の
偈
や

白
隠
の
賛
、
童
謡
の
「
カ
ゴ
メ
の
歌
」

を
解
釈
す
る
中
で
、
魂
を
発
見
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
魂
を
、
自
分

の
真
心
だ
と
考
え
る
事
で
、
人
生
の
悩

● ❷●



●❸ ●

み
が
、
こ
と
ご
と
く
消
え
る
の
を
感
じ

て
来
ま
し
た
。

現
代
科
学
が
無
視
し
続
け
て
い
る
分

野
に
光
を
当
て
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
近
年
医
療
関
係
に
従
事
し
て
い
る

方
々
の
肉
体
以
上
の
存
在
に
関
す
る
著

書
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
り
す
る

こ
と
か
ら
も
分
か
り
ま
す
よ
う
に
、
世

の
中
の
関
心
が
少
し
ず
つ
“
サ
イ
の
世

界
”
に
向
い
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。
今
回
は
長
年
歯
科
医
の
職
に
就

か
れ
た
先
生
の
興
味
深
い
お
話
で
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を

お
誘
い
し
て
ご
参
加
願
い
ま
す
。

●
小
川
博
章
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
4
8
年
生
ま
れ
。
東
京
医
科
歯

科
大
学
歯
学
部
卒
業
。
同
大
学
院
生
化

学
に
進
学
。
流
山
市
で
歯
科
医
院
を
開

業
の
か
た
わ
ら
、
東
京
大
学
医
学
部
解

剖
学
教
室
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
付
属

医
用
器
材
研
究
所
、
昭
和
大
学
歯
学
部

歯
科
理
工
学
教
室
で
研
究
。
歯
科
診
療

に
自
然
治
癒
力
を
生
か
す
道
を
求
め
て
、

40
以
上
の
民
間
療
法
を
尋
ね
歩
く
。
心

理
学
の
分
野
で
は
交
流
分
析
士
1
級
、

同
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格
を
取
得
。

漢
方
の
分
野
で
は
医
監
の
資
格
を
取
得
。

著
書『
ガ
ン
バ
リ
ズ
ム
が
歯
を
壊
す
』

現
代
書
林
。
歯
科
医
師
。
歯
学
博
士
。

昭
和
大
学
歯
学
部
兼
任
講
師
。

日
時　

平
成
26
年
1
月
11
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
例
会
の
お
知
ら
せ

宇
宙
意
識
文
明
の
夜
明
け

　
　
　
講
師
　
松
尾
　
み
ど
り 
氏

日
時　

平
成
25
年
11
月
16
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

2
0
1
3
年
忘
年
の
放
談
会

非
会
員
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

十
二
月
の
研
究
集
会
は
お
休
み
で
す
。

日
時　

平
成
25
年
12
月
7
日
（
土
）

　
　
　

午
後
5
時
30
分
よ
り

場
所　

山
海
倶
楽
部

　
　
　

0 

6
（
6
4
4
3
）
0
2
0
9

※
大
阪
市
西
区
京
町
堀
1
・
4
・
3

　

T
C
F
肥
後
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〇
〇
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12
月
4
日
（
水
）
ま
で
に
、
事
務
局

木
村
ま
で
お
申
し
込
み
願
い
ま
す
。
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西
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仁
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鏡
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櫻
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関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
定
例
会
報
告

「 

世
界
史
上
で
も
第
一
級
の
人
物

空
海
の
修
行
と
世
界
観
、
密
教

超
能
力
の
原
理
」



　
　
　
　
講
師
　
瀬
尾
　
泰
範 

氏

（
才
能
開
発
研
究
所
、
占
星
学
研
究
家
）

開
催　

平
成
25
年
9
月
22
日（
日
）

会
場　

 

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
健
康
科
学
研

究
所

弘
法
大
師 

空
海
に
よ
っ
て
真
言
密
教

の
根
本
道
場
が
創
ら
れ
た
高
野
山
は
、

平
成
27
年
に
開
創
1
2
0
0
年
を
迎
え

ま
す
。

こ
の
機
会
に
最
澄
と
共
に
日
本
の
仏

教
の
土
台
を
築
き
あ
げ
、
ま
た
日
本
の

文
化
の
土
台
を
創
っ
た
空
海
の
、
宗
教

家
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
思
想
家
、
能

力
者
と
し
て
第
一
級
の
人
物
と
成
っ
て

い
っ
た
信
じ
ら
れ
な
い
位
の
偶
然
に
満

ち
た
個
人
史
を
紹
介
し
ま
し
た
。

1
．
弘
法
大
師 

空
海
の
個
人
史
と
業
績

特
に
あ
り
得
な
い
ほ
ど
の
グ
ッ
ド
タ

イ
ミ
ン
グ
が
続
く
の
は
、
八
〇
四
年
の

遣
唐
使
船
で
渡
唐
、
当
時
の
世
界
的
な

都
、
長
安
で
の
20
年
の
留
学
予
定
を
、

半
年
間
で
真
言
密
教
の
奥
義
を
一
子
相

伝
で
受
け
、
た
ま
た
ま
日
本
か
ら
来
て

い
た
船
で
2
年
間
で
帰
国
で
き
た
経
緯

で
す
。

八
〇
三
年
の
遣
唐
使
船
が
嵐
で
一
旦

日
本
に
戻
り
、
改
め
て
八
〇
四
年
に
遣

唐
使
船
が
出
る
前
に
急
遽
空
海
は
留
学

生
と
し
て
乗
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
長

安
に
着
く
ま
で
は
苦
難
の
連
続
で
、
行

き
の
遣
唐
使
船
は
嵐
に
遭
い
な
が
ら
、

予
定
よ
り
ず
っ
と
南
の
福
州
赤
岸
鎮
に

漂
着
し
、
4
ヶ
月
後
に
長
安
の
都
に
到

着
、
そ
こ
で
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
な
ど

を
学
ん
だ
後
、
密
教
の
第
七
祖
・
青
龍

寺
の
恵
果
和
尚
に
師
事
し
て
、
半
年
間

で
胎
蔵
界
、
金
剛
界
、
伝
法
阿
闍
梨

位
の
灌
頂
を
受
け
、
密
教
の
第
八
祖
と

な
っ
た
後
、
恵
果
和
尚
が
入
寂
、
恵
果

和
尚
の「
す
ぐ
日
本
に
戻
っ
て
、
密
教

を
弘
め
る
よ
う
に
」
と
い
う
遺
言
で
、

た
ま
た
ま
日
本
か
ら
来
た
船
で
帰
国
し

た
の
で
す
。

こ
の
う
ち
の
1
つ
で
も
タ
イ
ミ
ン
グ

が
ず
れ
て
い
た
ら
、
日
本
に
真
言
密
教

は
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る

の
で
、
陰
で
大
い
な
る
見
え
な
い
力
が

働
い
て
い
た
と
考
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

2 

．
2
0
1
3
年
5
月
瀬
尾
の
高
野
山

訪
問
ビ
デ
オ

講
師
が
今
年
の
5
月
に
、
高
野
山
で

胎
蔵
界
の
結
縁
潅
頂
を
受
け
た
時
期
の
、

宿
坊
で
の
護
摩
行
の
ビ
デ
オ
映
像
や
壇

上
伽
藍
の
金
堂
や
大
塔
、
奥
の
院
参
道

の
映
像
等
も
紹
介
す
る
。

3 

．
空
海
の
構
築
し
た
真
言
密
教
の
世

界
観

大
日
如
来
を
中
心
に
し
た
密
教
の
神

々
の
構
成
を
示
し
た
金
剛
界
、
胎
蔵
界

の
曼
荼
羅
、
宇
宙
の
実
体
を
表
す
六
大
、

真
言
密
教
の
真
髄
で
あ
る「
即
身
成
仏
」、

目
指
す
理
念
は「
済
世
利
人
」「
密
厳
仏

国
」、
心
の
進
化
形
を
分
析
し
た「
秘
密

曼
荼
羅
十
住
心
論
」
を
紹
介
す
る
。

4
．
密
教
超
能
力
の
原
理

昨
年
の
全
国
大
会
で
瀬
尾
が
提
唱
し

た
「
創
造
方
程
式
」(f

＋v

＋s)e

＝m
a

（「
サ
イ
科
学
2
0
1
2
」
参
照
）
に
お

い
て
、
真
言
密
教
の
三
密
加
持
は
、
方

程
式
の
s
：
第
三
者
の
支
援
に
関
わ
り
、

導
師
の
身
密（
手
印
：
ム
ド
ラ
ー
）、
口

密（
真
言
：
マ
ン
ト
ラ
）、
意
密（
入
我

我
入
：
仏
を
観
相
し
、
仏
と
一
体
化
す

る
）
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
・
パ

ワ
ー
を
も
っ
た
大
い
な
る
存
在
と
つ
な

が
り
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
願
い
を
実
現

す
る
強
力
な
支
援
を
与
え
る
。

護
摩
は
上
記
方
程
式
の
e
：
環
境
運

の
上
昇
に
関
わ
り
、
火
の
パ
ワ
ー
は
煩

悩
を
焼
き
浄
め
、
ま
た
想
い
の
増
幅
器

と
な
り
、
次
元
を
超
え
た
存
在
と
繋
が

り
を
造
る
、
と
解
説
し
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
24
年
11
月
本
部
例
会
報
告

気
（
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
の

実
在
と
能
力

　
　
　
　
講
師
　
藤
森
　
博
明 

氏

練
馬
区
の
方
で
気
の
健
康
道
場
を
や
っ

て
お
り
ま
す
藤
森
で
す
。
30
代
半
ば
か

ら
20
年
間
ほ
ど
ず
っ
と
“
気
”
を
求
め

て
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
稽
古
を
し
た

り
、
自
分
で
工
夫
し
た
り
と
い
う
こ
と

を
繰
り
返
し
て
い
る
う
ち
に
、
あ
る
日

気
の
存
在
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

※ 

道
場
で
の
稽
古
風
景
の
ビ
デ
オ
映
像

が
映
さ
れ
る

気
の
稽
古
映
像
を
初
め
て
見
ら
れ
た

方
は
び
っ
く
り
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

で
す
が
、
気
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
の

は
も
の
す
ご
く
強
い
も
の
が
あ
り
ま
し

て
、
私
が
弟
子
に
触
れ
な
い
で
あ
れ
だ

け
人
が
飛
ん
で
し
ま
う
の
で
す
。
自
分

が
実
際
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、

ま
だ
不
思
議
と
思
う
く
ら
い
、
す
ご
い

こ
と
で
す
。

今
日
は
、
気
の
存
在
と
能
力
に
つ
い

● ❹●



て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
で
す
が
、

ま
ず
気
が
出
る
た
め
に
は
、
3
つ
の
条

件
が
必
要
で
す
。
そ
の
3
つ
と
い
う
の

は
、

1
．
体
の
緩
め

2
．
呼
吸

3
．
体
の
意
識

で
す
。
こ
の
3
つ
が
備
わ
っ
た
と
こ
ろ

の
真
ん
中
に
気
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
出
て

き
ま
す
。

私
は
始
め
に
、
合
気
道
の
源
流
で
あ

る
大
東
流
合
気
柔
術
を
、
卒
業
生
で
先

輩
の
方
か
ら
学
び
ま
し
た
。
そ
れ
は
2

年
ほ
ど
で
し
た
が
、
体
の
使
い
方
を
学

び
ま
し
た
。
そ
の
後
、
西
野
流
呼
吸
法

や
他
の
呼
吸
法
を
学
び
、
最
後
に
身
体

意
識
と
か
体
の
緩
め
を
学
ん
で
、
あ
る

日
偶
然
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

気
が
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
使
え
る
と

い
う
こ
と
が
、
後
々
分
か
っ
て
く
る
の

で
す
が
、
取
り
あ
え
ず
見
え
な
い
存
在

で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。
現
代
は
科
学

で
い
ろ
い
ろ
な
事
を
す
る
の
が
、
常
識

に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
元
々
科
学
は

目
に
見
え
な
い
も
の
を
扱
い
ま
す
。

例
え
ば
、
電
気
は
当
然
見
え
な
い
も

の
で
、
力
学
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
実
は
見

え
な
い
も
の
で
す
。
台
風
な
ん
か
も
視

点
を
変
え
て
見
れ
ば
、
や
は
り
見
え
な

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

そ
の
見
え
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う

の
は
な
い
の
か
、
と
い
う
と
あ
る
わ
け

で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
の
は
体
感

で
き
ま
す
。
例
え
ば
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス

タ
ー
に
乗
っ
た
り
、
ま
た
は
ジ
ェ
ッ
ト

コ
ー
ス
タ
ー
を
外
か
ら
眺
め
る
と
、
高

い
所
に
い
る
と
位
置
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感

じ
、
低
い
所
に
い
る
と
速
度
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
感
じ
ま
す
。

        
（
デ
ジ
タ
ル
1
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
も
の
は
実
は
体

感
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

気
も
同
じ
よ
う
に
体
感
で
き
ま
す
。
動

物
も
気
で
動
い
て
い
る
わ
け
で
、
生
命

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
す
べ
て
同
じ
で
す
。
大

き
い
も
の
は
鯨
か
ら
、
小
さ
い
も
の
は

微
生
物
ま
で
、
生
命
を
も
っ
て
い
る
も

の
は
、
す
べ
て
同
じ
よ
う
な
気
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
動
い
て
い
ま
す
。

犬
と
か
猫
は
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
か
? 

と
考
え
た
と
き
に
、
母
が
飼
っ
て
い
る

犬
に
試
し
て
み
た
の
で
す
。
犬
が
喜
ん

で
飛
び
つ
い
て
く
る
と
き
に
は
、
す
ご

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
出
し
て
く
る
の
で
、

そ
こ
に
向
か
っ
て
こ
ち
ら
か
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
返
す
と
、
犬
は
コ
ロ
ッ
と
転
ん

で
し
ま
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
で
生
命
エ
ネ
ル

ギ
ー
だ
け
は
特
殊
な
扱
い
を
受
け
て
お

り
ま
す
。
他
の
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
か
、

核
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
か
、
力
学
的
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
比
べ
る
と
、
非
常
に
違
っ
た
扱

い
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
世
間

で
言
う
と
、「
胡
散
臭
い
」
目
で
見
ら
れ

ま
す
。

本
当
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
体
目
に
見
え

な
い
も
の
を
扱
う
の
で
す
か
ら
、
気
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
も
当
然
科
学
と
し
て
扱
い

た
い
と
こ
ろ
で
す
。
け
れ
ど
も
生
命
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
ま
だ
科
学
的
に
扱
わ
れ
な

い
理
由
は
2
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
非
常
に

特
殊
で
あ
る
、
も
う
一
つ
は
現
代
科
学

の
レ
ベ
ル
が
ま
だ
追
い
つ
い
て
き
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

か
つ
て
私
が
西
野
流
呼
吸
法
の
道
場

に
通
っ
て
い
た
頃
、
西
野
先
生
の
お
話

で
す
と
、
気
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
は

あ
と
50
年
く
ら
い
か
か
る
だ
ろ
う
、
と

い
う
こ
と
で
、
そ
れ
か
ら
時
間
が
経
ち
、

あ
と
20
年
く
ら
い
経
つ
と
解
明
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
気
の
特
殊
性
の
お

話
を
し
て
お
き
ま
す
。

1
．
意
思
が
働
く
。

意
思
に
導
か
れ
て
気
と
い
う
生
命
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
働
く
。
中
国
の
諺
で
し
た

か
「
意
至
る
所
に
気
流
れ
る
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
意
識
が
必

要
な
の
で
す
。

2
．
自
然
治
癒
力

頭
脳
知
が
働
か
な
く
て
も
、
身
体
が

完
治
し
て
勝
手
に
動
く
。
細
胞
自
体
に

知
性
が
伴
っ
て
い
る
。
車
に
傷
が
つ
い

た
ら
何
年
経
っ
て
も
傷
は
そ
の
ま
ま
で

す
が
、
生
命
体
の
場
合
は
傷
は
治
り
ま

す
。

3
．
出
産
や
成
長
や
生
殖
、
そ
し
て
最

後
は
死
去
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
が
、
出

産
と
同
じ
だ
け
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
死
ぬ

と
き
に
必
要
で
す
。
今
の
時
代
は
病
院

で
、
い
ろ
い
ろ
チ
ュ
ー
ブ
を
挿
さ
れ
寝

た
切
り
に
さ
れ
て
、
死
ぬ
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
無
く
な
っ
て
い
ま
す
。
健
康
で
生
き

ぬ
い
て
、
初
め
て
い
い
死
に
方
が
出
来

る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

4
．
生
物
は
物
理
法
則
を
乗
り
越
え
て

し
ま
う
。

5
．
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
増
大
の
法
則
が
働

か
な
い
。

自
然
界
は
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
が
大
き
く
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な
る
（
無
秩
序
の
度
合
い
が
高
ま
る
）、

す
な
わ
ち
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
す
が
、
生
物
は
そ
の
逆
を
行
く
の

で
す
。
生
き
て
い
る
間
中
、
こ
の
法
則

に
反
し
て
生
き
て
い
ま
す
。

こ
の
図
は
精
子
が
卵
子
に
向
か
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
精
子
自
体
が
意
思
を

も
っ
て
動
い
て
い
る
よ
う
に
、
卵
子
に

向
か
い
ま
す
。
多
数
の
精
子
は
長
い
道

の
り
を
競
っ
て
子
宮
の
一
番
奥
ま
で
行

き
、
た
っ
た
一
つ
だ
け
が
受
精
し
、
受

精
卵
は
子
宮
の
手
前
ま
で
移
動
し
て
着

床
し
ま
す
。
子
宮
の
手
前
で
受
精
し
な

い
で
、
わ
ざ
わ
ざ
一
番
奥
で
受
精
す
る

の
も
生
命
の
摂
理
と
し
か
言
い
よ
う
の

な
い
不
思
議
な
現
象
で
す
。

地
球
上
に
生
活
す
る
生
物
に
と
っ
て

最
大
の
問
題
は
何
か
? 

そ
れ
は
重
力

で
す
。
長
く
宇
宙
で
生
活
し
て
い
た
宇

宙
飛
行
士
が
地
球
に
帰
還
し
て
か
ら
、

自
由
に
動
け
る
よ
う
に
な
る
ま
で
4
、

5
日
か
か
り
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
重
力
は

大
き
い
の
で
す
。
け
れ
ど
も
普
段
重
力

を
感
じ
て
い
る
人
は
ま
ず
い
な
い
で

し
ょ
う
。

も
う
一
つ
は
空
気
の
存
在
で
す
。
曇

り
の
日
は
何
と
な
く
体
が
重
い
、
晴
れ

た
日
は
体
が
軽
く
感
じ
る
の
で
す
が
、

こ
れ
は
晴
れ
た
日
は
高
気
圧
で
空
気
の

密
度
が
高
い
の
で
、
浮
力
が
大
き
い
こ

と
か
ら
く
る
現
象
で
す
。

我
々
は
普
段
、
重
力
と
か
空
気
の
存

在
を
感
じ
る
こ
と
が
な
い
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
感
じ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
稽
古
で
す
。
体
の
緩
め

と
か
意
識
と
か
呼
吸
法
を
や
り
な
が
ら
、

そ
れ
ら
を
感
じ
る
体
に
変
え
て
い
く
わ

け
で
す
。

西
野
流
呼
吸
法
の
西
野
先
生
は
、
正

座
し
た
と
き
と
立
ち
上
が
っ
た
時
の
1

メ
ー
ト
ル
の
大
気
圧
の
差
を
体
感
で
き

る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は

さ
す
が
に
そ
こ
ま
で
は
体
感
で
き
ま
せ

ん
が
、
普
通
の
人
の
10
倍
く
ら
い
細
か

く
気
圧
の
差
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。

重
力
に
抵
抗
す
る
た
め
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。
台
風

が
来
る
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
倒
れ
た
り

し
ま
す
が
、
倒
れ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は

そ
の
後
ど
う
な
る
の
か
?

実
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
自
分
の
力
で

立
ち
上
が
り
ま
す
。し
か
し
立
ち
上
が
っ

た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
ま
ず
く
て
食
べ
ら

れ
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
立
ち
上
が
る
た
め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
蓄
え
て

あ
っ
た
糖
分
が
分
解
さ
れ
て
、
重
力
に

抵
抗
す
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

使
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

結
果
、
動
物
だ
け
で
な
く
植
物
も
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使
っ
て
生
き
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
非
常
に
分
か
る
わ
け
で
す
。

動
物
や
植
物
を
動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
重
力
に
逆
ら
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
非
常

に
大
事
な
事
実
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

人
間
の
赤
ち
ゃ
ん
は
生
後
3
ヶ
月
程

で
首
が
す
わ
っ
て
き
ま
す
。
首
、
腰
、

足
首
の
順
に
固
ま
り
ま
す
。
つ
ま
り
生

き
る
と
い
う
こ
と
は
、
固
ま
る
と
い
う

こ
と
と
不
可
避
な
行
動
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
だ
か
ら
生
き
て
い
る
間
中
、

固
ま
る
方
向
に
努
力
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
け
れ
ど
も
そ
の
固
ま
る
も
の
を

逆
に
緩
め
て
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
で
、

気
の
巡
り
と
い
う
も
の
が
起
き
て
き
ま

す
。動

物
で
も
最
大
の
難
所
は
立
ち
上
が

り
で
す
。
特
に
草
食
動
物
は
生
ま
れ
て

か
ら
す
ぐ
に
立
ち
上
が
ら
な
い
と
生
命

に
関
わ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
鹿
の
脚
や

キ
リ
ン
の
脚
は
非
常
に
細
い
の
で
す
が
、

ホ
ン
ダ
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
「
ア
シ
モ
」
や

重
機
の
ク
レ
ー
ン
も
脚
は
非
常
に
太
く

な
っ
て
い
ま
す
。
動
物
は
気
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
細
い
脚
で

も
立
っ
て
い
ら
れ
ま
す
が
、
機
械
は
下

半
身
が
相
当
太
く
な
い
と
、
立
ち
上
が

る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

も
う
一
つ
、
物
理
的
に
不
可
能
と
言

わ
れ
て
い
た
の
が
、
蜂
の
飛
行
で
す
。

ト
ン
ボ
な
ど
と
比
べ
て
、
蜂
の
羽
は
胴

体
と
比
べ
て
、
甚
だ
小
さ
い
の
で
す
。

蜂
が
飛
べ
る
の
は
物
理
法
則
を
乗
り
越

え
る
と
も
か
つ
て
は
言
わ
れ
て
い
た
の

で
す
が
、
最
近
で
は
蜂
の
飛
び
方
に
特

殊
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。
蜂
の
飛
び
方
は
羽
を
動
か
す
と
き

に
羽
の
元
の
方
に
渦
が
で
き
て
、
そ
の

渦
に
よ
っ
て
気
圧
差
が
生
じ
て
、
浮
く

と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

動
物
は
人
間
よ
り
も
は
る
か
に
気
を

感
じ
て
、
生
き
て
い
ま
す
。
蚊
や
ゴ
キ

ブ
リ
を
人
間
が
叩
こ
う
と
す
る
と
き
、

彼
ら
は
人
間
の
殺
気
を
感
じ
て
す
ぐ
に

逃
げ
て
い
き
ま
す
。

人
間
同
士
も
そ
れ
と
同
様
に
気
を
感

じ
て
生
き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
こ
う
い

う
場
所
で
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と

き
も
、
温
か
い
目
で
見
て
い
た
だ
け
る

の
か
、
そ
れ
と
も
変
な
や
つ
が
来
た
と

思
っ
て
見
て
い
る
の
か
、
何
と
な
く
感

じ
取
れ
ま
す
。
今
日
は
温
か
い
目
で
見

て
い
た
だ
い
て
、
非
常
に
助
か
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
人
間
も
言
葉
で

は
言
え
な
い
も
の
を
感
じ
取
る
わ
け
で

す
。
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特
に
こ
の“
気
”を
必
要
と
し
た
の
は
、

生
死
が
関
わ
る
時
代
に
あ
り
ま
す
。
戦

国
時
代
に
気
を
捉
え
よ
う
と
し
た
人
は

沢
山
い
ま
す
。
そ
の
一
人
が
有
名
な
柳

生
宗
矩
と
か
、
沢
庵
禅
師
で
す
。
古
来

武
芸
者
達
は
自
分
の
生
命
が
か
か
っ
て

い
ま
す
か
ら
、
ど
う
や
っ
た
ら
気
を
捉

え
る
か
に
つ
い
て
は
必
死
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

戦
を
す
る
と
き
に
、
2
つ
の
軍
隊
、

例
え
ば
武
田
軍
と
上
杉
軍
が
対
峙
を
し

た
と
き
に
、
そ
の
上
空
に
飛
ん
で
い
る

鳥
の
様
子
を
見
る
と
ど
ち
ら
が
勝
つ
か

鳥
は
先
に
分
か
る
の
で
す
。
な
ぜ
か
と

申
し
ま
す
と
、
鳥
は
死
体
を
処
理
し
ま

す
の
で
、
ど
ち
ら
が
や
ら
れ
る
か
が
先

に
分
か
っ
て
し
ま
う
の
で
、
上
空
に
カ

ラ
ス
と
か
鳥
が
飛
ん
で
い
る
軍
隊
は
負

け
な
の
で
、
直
ち
に
逃
げ
る
わ
け
で
す
。

武
田
家
の
軍
法
が
書
か
れ
て
い
る「
甲

陽
軍
鑑
」
に
よ
る
と
、
2
つ
の
軍
団
が

対
峙
し
た
と
き
に
、
煙
が
立
ち
上
が
っ

た
と
し
ま
す
。
そ
の
煙
の
色
を
見
て
、

白
か
黒
か
で
勝
つ
か
負
け
る
か
が
分
か

る
、
ま
た
煙
の
た
な
び
く
方
が
気
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
高
い
の
で
、
勝
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
昔
の
軍

師
達
は
随
分
研
究
し
た
よ
う
で
す
。
た

だ
戦
国
時
代
の
も
の
は
、
明
確
な
記
録

は
沢
山
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

幕
末
に
来
る
と
資
料
と
し
て
残
っ
て

い
る
物
が
多
く
、
勝
海
舟
と
山
岡
鉄
舟

で
す
が
、
二
人
と
も
気
を
捉
え
よ
う
と

考
え
て
、
稽
古
を
し
た
と
思
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
二
人
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て

江
戸
城
の
明
け
渡
し
が
成
立
し
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
山
岡
鉄
舟
が
実
際

に
西
郷
隆
盛
と
会
談
し
た
と
い
う
ふ
う

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
を
指
揮
し

た
の
が
、
勝
海
舟
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

た
だ
山
岡
鉄
舟
は
が
た
い
が
大
き
い

の
で
、
元
々
筋
力
に
頼
る
形
態
の
人
間

だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
勝
海
舟
に

比
べ
る
と
気
の
レ
ベ
ル
が
ち
ょ
っ
と
低

い
で
す
ね
。
勝
海
舟
は
こ
の
肩
を
見
て

ほ
し
い
の
で
す
が
、
肩
の
降
り
具
合
が

気
を
捉
え
た
か
ど
う
か
の
差
が
出
る
と

こ
ろ
で
、
山
岡
鉄
舟
の
上
が
っ
た
肩
と

比
べ
る
と
気
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
高
い
と

思
わ
れ
ま
す
。

特
に
幕
末
の
頃
は
、
皆
必
死
に
な
っ

て
気
を
捉
え
る
の
で
す
が
、
生
き
延
び

る
た
め
に
は
単
な
る
勉
強
で
は
話
に
な

ら
な
い
で
す
ね
。
例
え
ば
今
の
時
代
、

官
僚
や
代
議
士
は
○
○
大
学
卒
と
い
う

の
が
重
視
さ
れ
ま
す
が
、
幕
末
の
時
代

は
○
○
流
免
許
皆
伝
と
い
う
の
が
重
要

で
し
た
。
そ
う
で
な
い
と
本
当
に
必
要

な
気
力
や
胆
力
が
出
て
こ
な
い
の
で
す

ね
。江

戸
時
代
中
期
の
白
隠
禅
師
は
、
禅

の
修
行
を
し
過
ぎ
て
病
気
に
な
っ
た
と

き
に
、「
内
観
法
、
軟
酥
の
法
」
と
い
う

気
を
体
の
中
に
巡
ら
す
方
法
で
健
康
を

取
り
戻
し
、
70
代
の
頃
、
書
い
た
「
夜

船
閑
話
」
に
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
70

代
の
頃
の
方
が
20
代
30
代
よ
り
体
力
が

あ
る
と
言
い
切
っ
て
い
ま
す
が
、
気
を

捉
え
た
ら
そ
う
な
る
と
思
い
ま
す
。

人
間
は
身
体
を
「
鍛
え
る
」
の
は
身

体
を
硬
く
す
る
の
で
健
康
に
逆
効
果
で

あ
り
、
で
き
る
だ
け
身
体
を
柔
ら
か
い

動
き
が
で
き
る
の
が
長
生
き
で
き
ま
す
。

ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
米
国
の
提
唱
者
が
急

死
し
た
よ
う
に
身
体
に
害
と
な
り
、
早

歩
き
に
近
い
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
が
い

い
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
八
十
一
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

音
の
魅
力
に
挑
戦

　
　
　
講
師
　
大
峰
　
か
ず
子 

氏

�
（
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
）

と
き　
　

平
成
25
年
9
月
21
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

大
峰
氏
は
宮
崎
県
出
身
。
大
分
県
立

芸
術
短
期
大
学
、
大
阪
音
楽
大
学
声
学

科
卒
業
。「
天
国
と
地
獄
」
で
オ
ペ
ラ
デ

ビ
ュ
ー
。
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
と

共
演
や
リ
サ
イ
タ
ル
な
ど
数
多
く
出
演
。

ベ
ル
ギ
ー
に
て
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
や
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
マ
ー
ア
カ
デ

ミ
ー
オ
ブ
ベ
ル
ギ
ー
コ
ー
ス
な
ど
を
終

了
。
現
在
は
「
日
本
の
こ
こ
ろ
歌
う
会
」

に
て
文
化
、
伝
統
を
守
り
広
げ
る
活
動

に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

日
本
の
こ
こ
ろ
歌
う
会
と
は
幅
広
い

年
代
の
方
々
に
、
代
々
日
本
の
四
季
や

こ
こ
ろ
を
歌
い
継
い
で
い
き
た
い
思
い

か
ら
始
め
た
会
で
す
。
歌
う
と
元
気
に

な
る
・
歌
う
と
笑
顔
に
な
る
・
笑
う
と

福
が
来
る
。

「
声
を
出
す
こ
と
」
は
、
そ
れ
だ
け

で
健
康
に
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
も
そ
の
声
に
「
倍
音
」
が
含
ま
れ
て

く
る
と
、
心
身
の
健
康
の
み
な
ら
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
間
関
係
に
調
和
を
も
た

ら
し
、
夢
や
願
望
の
実
現
な
ど
、
人
生

が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
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講
演
概
要

音
の
魅
力
（
倍
音
編
）

「
声
を
出
す
こ
と
」
は
、
そ
れ
だ
け
で

健
康
に
良
く
、
し
か
も
そ
の
声
に
「
倍

音
」
が
含
ま
れ
て
く
る
と
、
心
身
の
健

康
の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
関

係
に
調
和
を
も
た
ら
し
ま
す
。

私
は
、
声
楽
家
で
す
の
で
、
声
と
言

う
視
点
か
ら
、
音
の
魅
力
を
語
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

声
で
す
が
、
声
だ
け
で
も
色
々
な
声

が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

そ
こ
に
は
、
倍
音
と
い
う
用
語
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明

し
ま
す
。

倍
音
が
、
声
の
音
色
・
印
象
を
決
め

る
の
に
、
と
て
も
大
切
に
な
っ
て
き
ま

す
。基

本
的
に
は
、
ど
ん
な
音
も
必
ず
倍

音
が
鳴
っ
て
い
ま
す
。

人
の
耳
に
は
、
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
ま

せ
ん
し
、
実
感
し
に
く
く
、
音
を
基
音

だ
け
で
鳴
ら
す
の
は
、
不
可
能
で
す
。

基
音
と
は
、
電
子
音
の
よ
う
な
人
工

的
な
響
き
で
完
全
に
整
数
倍
の
成
分
だ

け
の
音
な
の
で
、
長
時
間
聞
く
と
疲
れ

や
す
い
で
す
ね
。
倍
音
の
中
で
、
も
っ

と
も
強
く
鳴
っ
て
い
る
元
の
音
の
こ
と

で
も
あ
り
ま
す
。

「
倍
音
」
を
し
っ
か
り
鳴
ら
し
て
い
い
声

に
な
る
!

倍
音
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
れ
ば
、

声
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

一
般
的
に
人
は
倍
音
の
多
く
含
ま
れ

て
い
る
声
を
好
む
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

時
と
場
合
に
も
よ
り
ま
す
が
・
・
・

倍
音
の
量
を
増
や
す
に
は
、
体
内
で

の
声
の
共
鳴
を
増
や
す
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

体
内
で
声
の
共
鳴
が
起
こ
る
と
さ
れ

て
い
る
主
な
場
所
は
「
胸
」「
喉
」「
鼻

腔
」
の
3
箇
所
で
す
。

そ
の
場
所
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

後
半
で
は
、
実
体
験
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

私
は
学
生
の
頃
か
ら
、
音
楽
好
き
で

声
に
特
徴
が
あ
り
ま
し
た
。

大
分
県
立
芸
術
短
期
大
学
か
ら
、
大

阪
音
楽
大
学
声
学
科
へ
と
進
み
ま
し
た

が
、
大
学
で
は
不
十
分
と
い
う
こ
と
で
、

ベ
ル
ギ
ー
で
発
声
の
練
習
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

声
を
ど
の
よ
う
に
響
か
せ
る
か

日
本
で
は
地
鳴
り
。
身
体
を
使
っ
て

響
か
せ
る
こ
と
で
ピ
ア
ニ
シ
モ
で
も

ホ
ー
ル
の
後
ろ
ま
で
響
か
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
に
は
倍
音
を
使
え
ば

よ
い
の
で
す
。

音
は
目
に
は
見
え
な
い
が
体
に
大
き

く
影
響
し
ま
す
。
そ
し
て
高
い
癒
し
効

果
が
あ
り
ま
す
。
自
律
神
経
が
活
性
化

し
ま
す
。

高
周
波
は
鼻
の
奥
に
反
響
し
て
発
声

す
る
の
で
す
。

音
の
振
動
が
心
や
肉
体
に
影
響
し
ま

す
。
倍
音
は
鬱
の
改
善
に
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

耳
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
音
か
ら
90 

%
、
血
液
か
ら
10
%
と
殆
ど
は
音
か
ら

得
て
い
ま
す
。

一
般
に
高
齢
化
と
と
も
に
高
い
音
が

聞
き
と
れ
な
く
な
り
ま
す
が
、
聴
力
は

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
維
持
で
き
ま
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
は
モ
ー
ツ
ア

ル
ト
の
曲
が
お
す
す
め
で
す
。
そ
れ
は

音
が
高
く
、
そ
し
て
音
が
動
い
て
い
る

か
ら
で
す
。

音
と
併
用
す
る
こ
と
で
3
～
4
時
間

の
睡
眠
で
朝
の
目
覚
め
が
良
く
て
頭
が

す
っ
き
り
し
ま
す
。

倍
音
は
次
の
よ
う
な
効
果
が
あ
り
ま
す

脳
波
を
シ
ー
タ
波
に
変
え
て
、
生
命

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
核
心
で
あ
り
奇
跡
を
起

こ
す
「
魔
法
の
脳
波
」
で
す
。

脳
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
90
%
を
供
給
し
ま

す
。倍

音
が
少
な
い
と
「
丸
く
・
輪
郭
の

ぼ
け
た
よ
う
な
冷
た
く
暗
い
、
こ
も
っ

た
よ
う
な
音
」、
多
い
と「
鋭
く
・
輪
郭

の
は
っ
き
り
し
た
、
暖
か
く
明
る
い
よ

く
通
る
音
」
に
な
り
ま
す
。

き
ち
ん
と
し
た
整
数
だ
け
の
倍
音
は

電
子
音
の
よ
う
に
味
の
な
い
声
に
な
り

ま
す
。

（
大
峰
氏
の
声
は
倍
音
が
多
く
含
ま
れ

て
い
る
と
い
う
。
ピ
ア
ノ
の
そ
ば
で
発

声
し
、
声
を
止
め
た
あ
と
、
ピ
ア
ノ
の

複
数
の
弦
が
共
鳴
し
て
し
ば
ら
く
唸
っ

て
い
る
ら
し
い
。）

歌
う
こ
と
で
ど
ん
ど
ん
元
気
に
な
り

ま
す
。
歌
の
会
で
は
15
分
ほ
ど
歌
う
た

め
の
体
操
を
し
て
か
ら
歌
を
歌
い
ま
す
。

歌
声
は
他
人
に
聞
い
て
も
ら
わ
な
い

と
分
か
り
ま
せ
ん
。

ノ
ド
声
に
な
っ
て
し
ま
う
と
声
の
効

率
が
悪
く
な
り
、
声
帯
の
ト
ラ
ブ
ル
の

原
因
に
な
り
や
す
い
で
す
。

下
顎
に
は
力
を
入
れ
な
い
の
が
よ
い

の
で
す
。

き
ち
ん
と
し
た
響
き
が
出
る
に
は
、

お
な
か
か
ら
出
す
こ
と
に
注
意
し
ま
す
。

● ❽●



身
体
の
中
の
次
の
部
分
が
共
鳴
し
て

い
ま
す
。

胸
、
喉
、
鼻
腔
、
頬
骨

呼
吸
に
つ
い
て
、
最
近
は
口
呼
吸
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
花
粉
ホ

コ
リ
を
吸
う
の
で
鼻
で
吸
う
意
識
を
し

ま
し
ょ
う
。

歌
う
時
に
は
鼻
を
主
に
し
ま
す
。
口

か
ら
も
吸
っ
て
も
い
い
で
す
が
、
ま
ず

鼻
か
ら
吸
う
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。

鼻
か
ら
吸
っ
て
、
お
腹
が
膨
ら
め
ば

よ
い
の
で
す
。

肩
を
動
か
す
と
そ
こ
に
力
が
入
り
、

下
顎
と
肩
に
影
響
し
ま
す
。

横
隔
膜
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
腹
式

呼
吸
を
行
い
ま
す
。

へ
そ
の
下
の
筋
肉
を
使
い
ま
す
。
こ

れ
が
倍
音
に
つ
な
が
り
ま
す
。

腹
式
呼
吸
を
意
識
す
る
こ
と
。

鼻
か
ら
息
を
吸
う
、
一
旦
止
め
る
、

ス
ッ
と
吐
く
。
肩
は
動
か
さ
な
い
。

こ
れ
を
3
セ
ッ
ト
行
う
。

気
を
つ
け
る
こ
と
は
、

へ
そ
の
下
を
意
識
し
て
ス
ッ
と
強
く

吐
き
だ
す
。
動
か
な
い
場
合
は
押
す
。

同
じ
強
さ
で
出
て
い
れ
ば
筋
力
が
増

え
、
倍
音
が
増
え
る
。
そ
う
す
る
と
日

常
の
会
話
も
イ
キ
イ
キ
と
し
て
き
ま
す
。

チ
ェ
ス
ト
ボ
イ
ス
も
大
切
な
役
割
が
あ

り
ま
す
。

ア
、
イ
、
ウ
、
エ
、
オ
の
音
を
口
の

形
に
注
意
し
て
発
声
練
習
を
し
ま
す
。

腹
式
呼
吸
を
確
認
す
る
た
め
、
仰
向

け
に
寝
て
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
腹
の
上
に
乗

せ
腹
式
呼
吸
を
す
る
の
が
よ
い
。

生
ま
れ
た
時
は
皆
腹
式
呼
吸
で
す
が
、

だ
ん
だ
ん
胸
式
呼
吸
に
な
り
ま
す
。

        

（
デ
ジ
タ
ル
2
）

喉
、
口
で
高
め
の
音
を
出
し
ま
す
が
、

開
け
す
ぎ
る
と
下
顎
に
力
が
入
り
ま
す
。

左
右
の
バ
ラ
ン
ス
に
注
意
し
ま
す
。

閉
じ
な
く
な
る
の
は
ス
ト
レ
ス
の
影
響

な
ど
に
よ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

喉
の
奥
に
注
意
し
ま
す
。

鼻
か
ら
吸
う
と
口
内
が
広
が
り
響
き

が
よ
く
な
り
ま
す
。
卵
が
口
の
中
に
あ

る
よ
う
な
空
間
が
大
切
で
す
。

口
を
開
け
て
欠
伸
を
す
る
と
力
が
抜

け
や
す
い
で
す
。

舌
に
つ
い
て
、
硬
い
舌
根
を
柔
ら
か

く
す
る
に
は
、

ル
ル
ル
ル
、
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
と
発
声
す

る
の
が
手
っ
取
り
早
い
方
法
で
す
。

プ
ル
ル
ル
の
音
を
音
程
を
変
え
な
が

ら
発
声
し
ま
す
。

鼻
腔
は
鼻
を
つ
ま
ん
で
音
色
が
変
わ

り
過
ぎ
な
け
れ
ば
O
K
で
す
。

目
を
大
き
く
開
け
て
、
笑
顔
に
し
ま

す
。
筋
肉
を
ゆ
る
め
て
、

フ
ゥ
ー
ン
、
フ
ゥ
ー
ン
と
響
か
せ
ま

す
。小

さ
い
音
で
も
よ
い
か
ら
口
の
中
に

卵
が
あ
る
よ
う
に

イ
メ
ー
ジ
し
て
口
の
中
の
空
間
を
広
げ

ま
す
。

ノ
ド
ボ
ト
ケ
、
口
を
開
け
て
上
下
し

ま
す
。

下
げ
る
と
こ
も
っ
た
太
い
声
に
な
り

ま
す
。

一
寸
上
げ
る
と
声
が
前
へ
出
ま
す
。

柔
ら
か
い
声
を
出
す
に
は
体
を
柔
ら
か

く
し
ま
す
。

左
右
片
足
上
げ
を
前
へ
、
横
へ
と
行

う
。歌

う
時
、
ブ
レ
ス
を
深
く
取
る
と
遅

れ
ま
す
。
姿
勢
を
よ
く
し
、
椅
子
は
中

ほ
ど
に
掛
け
ま
す
。

倍
音
は
口
を
縦
に
し
て
前
へ
前
へ
と

出
し
ま
す
。

高
い
音
は
顔
の
上
部
を
意
識
し
て
響

か
せ
て
出
し
ま
す
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

こ
れ
ら
の
発
声
指
導
の
あ
と
歌
の
練

習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
連
の
軽
い
体
操
を
行
っ
た
あ
と
、

「
花
」「
み
か
ん
の
花
咲
く
丘
」「
里
の

秋
」「
月
の
沙
漠
」「
故
郷
」
の
歌
に
つ

い
て
先
ほ
ど
の
指
導
が
繰
り
返
さ
れ
て

全
員
合
唱
し
ま
し
た
。

そ
し
て
自
分
達
の
声
に
変
化
が
あ
っ

た
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
者
か
ら
の
希
望
で
倍
音
の
あ
る

声
と
倍
音
の
な
い
声
の
違
い
も
聞
か
せ

て
頂
き
、
最
後
に
「
君
が
代
」
を
歌
っ

て
頂
き
一
同
感
激
し
ま
し
た
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
12
名
非
会

員
14
名
合
計
26
名
で
し
た
。
今
回
の

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円（
送

料
込
み
）
で
す
。
事
務
局（
0
7
9
7
・

2 

2
・
6
4
2
5
）ま
で
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野
明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

●❾ ●



5）「オーブ」撮影の現状

（5）オーブは非局所的に広く拡散して、流動
しながら、存在している。何時もそこに固定
して存在している訳では無い。有名寺院や佛
閣で大勢の人達が集まるところでも、昼間で、
背景が明るいと、写らない。（6）空気が乾燥
していると、夜空でも写らない。（7）有名なパ
ワースポットでも、能力者が同席して協力して
も、写らない場合がある。（8）諸条件が満足さ
れて写されたオーブは、ほぼ明確な輪郭をも
ち、カオス・アトラクタ形成以前のものと、形
成以後のものがある。形成以後のオーブは非
対象のマンダラ模様を持ち、核を持っている。

6）「たまゆら」と「オーブ」

辞書などによると、一般的には、「オーブ」
には−球体、円形､ 軌道−の意味があ

り、「たまゆら」には−ほんの僅かな、魂、
霊−の意味があると言う。文字どおりに解
釈すれば、デジタル・カメラでフラッシュ撮
影された円形状像の総ては「オーブ」になって
しまう。つまり、カメラ付近の塵や埃、微小
水滴や霧などを（円形状に）写した偽オーブも、
撮影者の意識が関与した真オーブも、総てが、

「オーブ」と言って良いことになる。当然のこ
とながら、研究対象になるのは、後者である。
つまり、「オーブ」とは言わないで「たまゆら」
と言う方が間違いが少ない、と言えよう。意
識（心､ ASC）の関与が有り、機能的な面のあ
る「オーブ」が研究対象になっており、撮影の
可否ではない。

● �●

本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
の

販
売
開
始

こ
れ
ま
で
会
員
の
皆
様
か
ら
ご
要
望

が
あ
り
ま
し
た
、
本
部
例
会
の
ビ
デ
オ

映
像
の
販
売
が
、
4
月
の
新
年
度
か
ら

開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
3
時
間
）
を
記
録
し
た
U
S
B

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
コ
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格　

1
本
に
つ
き　

三
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
含
む
）

現
在
は
左
記
の
6
本
で
す
。

◎
2
0
1
3
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

大
野 

百
合
子 

氏

「 

宇
宙
図
書
館（
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
）

か
ら
見
た
世
界
の
仕
組
み
と
私
た
ち

―
あ
な
た
は
誰
な
の
か
―
」

◎
2
0
1
3
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

浪
平 

博
人 

氏

「
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育
」

◎
2
0
1
3
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

松
原 
秀
樹 

氏

「
ア
レ
ル
ギ
ー
を
治
す
秘
訣
」

◎
2
0
1
3
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

酒
向 

猛 

氏 

氏

「
千
島
学
説
を
知
る
た
め
に
」

◎
2
0
1
3
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

奥
野 

節
子 

氏

「
ブ
ラ
ジ
ル
の
奇
跡
の
ヒ
ー
ラ
ー

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
」

◎
2
0
1
3
年
10
月
第
23
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
自
然
治
癒
力
」

メ
ー
ル
ま
た
は
F
A
X
で
左
記
に
掲

載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
ま
た
は
F
�A�

X
番
号
）
に
、「
2
0
1
3
年
○
月
○
○

○
○
氏
ビ
デ
オ
購
入
希
望
」
と
記
し
て
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
書
い
て
、
御
注
文
願
い
ま
す
。

2
週
間
以
内
に
発
送
致
し
ま
す
。

E-m
ail offi

ce21@
psij.m

ail-box.ne.jp

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

お
支
払
い
は
、
到
着
後
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
で
8
日
以
内
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
結
構
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆



りを自動的に開いて光量を増し、フラッシュ光
（1/1000sec）による反射光をも含めて、カメラ
内の光量が適正露出になった時に、シャッター
が下りる（切る）ように自動調節されている。

写真1（No.368、福島自宅）は、40分方向（時
計の針）に手ぶれさせた時の一例である。3個
所の大きな光群は既知の電灯光や窓のガラス
光（電灯）であり、シャッターが下りても、存
在し続けている（40分方向のブレも写る）。
オーブは約4個（薄いオーブを入れると7個）
写っている。うち1個は中位の円形、3個は小
円形であるが、内小1個は下方向（30分方向）
に尾を引いている。尾を引かない中、小円形
オーブは背景（家の景色）とほぼ同時刻に消失
し、30分方向に尾を引くオーブのみが、背景
や他のオーブよりも、より早い時間内に上昇し
ながら消失したと考えられる。特徴的な事とし
て、（1）垂直方向に尾を引くオーブは、上昇し
ながら背景消失（シャッターが閉まる）よりもよ
り早い時刻に消失する、（2）円形状のオーブは
背景とほぼ同時刻に消失する、と判断できる。

写真2（No.1737、福島瀧洞神社）は、30分
方向（上下垂直方向）に手ぶれさせたときの一
例である。中円形オーブが右側に、上昇に尾
を引く変形オーブが左側に、矩形状の残像を
持つ微小円形オーブが多数写されている。こ
の手ぶれ残像（矩形状）の特徴は、矩形の長さ
が異なっている点にある。また、矩形形状で

尾が切れている（終結した）のは、オーブの存
在時間が、シャッターが下りてからも持続して
いた事を意味するのであろう。これとは別に、
筆者らは、予備実験として、カメラ・レンズの
先方に50cm置きに400cmになるまで（フラッ
シュ光到達範囲）、径30mmの小球を吊るして
おき、距離による大きさの減少と明度の変化
を調べた。そして、距離が遠くなるにつれて
寸法（小球の大きさ）がより小になる事を確か
めた。つまり矩形状長さが小になる程、オー
ブはより遠くに存在している、ことになる。つ
まり、（3）オーブは、カメラ付近のみではなく、
より遠方にも存在している、と判断した。

3）オーブの移動方向

一例として写真3（No. 371、福島）を示す。
中央の中円形オーブは20分方向に尾を引いて
移動しているが、他の小円形オーブは、28分
方向に移動している。つまり、（4）オーブは垂
直方向のみではなく、別の方向にも移動して
いる、と考えられる。

4）非円形微小オーブの存在

写真4（No.1359、福島）に一例を示す（拡大
表示）。微小粒で、上昇運動をして合体して円
形オーブと成るのであろう（薄葉達夫の「分身
ブローブ体」参照）。

●� ●

写真３（No.371） 写真４（No.1359）



赤外線領域が撮影出来るデジタルカメラを
用いてフラッシュ撮影した画面に、小円形で
乳白色のオーブが写り込むことがある。条件
を変えたときに、オーブがどの様な状態で撮
影されるかについて、物質面から検討する。

1）従来の批判

例えば、オーブはフラッシュ光がカメラ付近
にある空気中の微細物などに反射して発生す
る現象で、霧などが夜間に降って来たときに
発生しやすい。レンズの焦点距離付近にある
場合ほど大きく写り、ボケ状となり、ピントが
合っていないから円形に写る。しかし、反面、
オーブは気まぐれであり、条件を整えてた場
合でも何時も写るとは限らず、また写らない人

には、条件には無関係に、どうしても写らない
と言う。本稿では、これらも考慮して検討する。

2）手ブレ写真像からの検討

結果の一例を写真1、2に示す。2012年秋
（11月）、福島市、夕方（6:00～7 :00）、晴れま
たは小雨の降り始め、カメラは2台（NIKON 
E-2200、CASIO EX-Z40PC）。撮影モードを

「オート」に選定、フラッシュ撮影している。つ
まり最適な絞り値とシャッター速度をカメラが
自動的に選択する仕組みになっている。暗い
ときに物を見る場合には、人の目の瞳孔は開
いて網膜にはいる光量をふやす。カメラの場
合も同一であり、被写体が暗いときには、絞

オーブの出現について（3）オーブの出現について（3）
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